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にとってはお金以上のことで，大事な歴史・文化・記憶が残って良かったとい
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うのはこういうことなんだと
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との重要性
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・KiyotakaSato,Memory and Narrative Series1～9，刀水書房，2010-2016
53「聞き書き」による新たな「物語」へ　─歴史，記憶，世代をつなぐ「場」の創出─
（現在，シリーズTwoを刊行中）。エルヴィのインタビューについてはNo.1
を参照。なお，本稿で触れたトリニダート生まれのアンのインタビューは，
当シリーズには収載されておらず，引用は佐藤清隆・前掲二論文に依る。
・LawrenceStone,“TheRevival ofNarrative:Reflections onaNewOld
History”,Past and Present,No.85,1979.ちなみに，ローレンス・ストーン
はこの論文において，アナール学派の歴史家たちも，「構造史」よりはナ
ラティヴに回帰していく傾向にあることを指摘し，ナラティヴ・ヒストリ
ーにとって大事なのは，「分析」よりも「叙述」，「状況」よりも「人間」
であると述べている。このことは，「聞き書き」を考えるにあたっても示
唆的である。
